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【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
倉
石
信
吾
（
都
・
長
信
）

・
武
野
辰
徳
（
網
干
・
幸
）

【
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
退
職
者
】

・
俵
谷
武
（
亀
岡
・
明
教
）

あ
る
年
の
学
生
生

徒
修
養
会
高
校
の

部
で
の
話
で
す
。
と

て
も
や
ん
ち
ゃ
な
生
徒

君
と
そ
の

A

班
に
つ
い
た
男
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

の
出
来
事
で
す
。

君
は
班
の
中
で

A

周
り
が
不
快
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
は
雰
囲
気
を
悪
く
し
ま
す
。

食
事
や
、
移
動
の
時
に
は
、
班
か
ら

ぬ
け
て
な
か
な
か
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
。

団
体
行
動
を
乱
し
ま
す
。
又
、
常
に

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
発
言
に
対
し
て
文

句
を
言
っ
て
困
ら
せ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

君
に
常
に

A

優
し
く
柔
ら
か
く
接
し
ま
す
。
そ
の

文
句
や
勝
手
な
行
動
、
反
抗
的
な
態

度
も
す
べ
て
受
け
止
め
続
け
ま
す
。

気
持
ち
を
切
ら
す
こ
と
無
く
、

君
A

の
こ
と
を
丸
ご
と
受
け
入
れ
続
け
ま

し
た
。

そ
う
し
て
い
る
と
、
た
ま
た
ま
二

人
き
り
に
な
っ
た
時
、
ふ
と

君
が

A

そ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
だ
け
自
分
の

家
の
話
を
し
始
め
た
そ
う
で
す
。
や

ん
ち
ゃ
な
彼
の
背
景
に
は
、
家
庭
環

境
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。「
父
親
が
母
親
に
対
し
て
暴
力

を
振
る
う
。
父
親
が
憎
い
。
そ
し
て

自
分
が
母
親
を
守
る
の
だ
」
と
い
っ

た
、
と
て
も
辛
い
内
容
で
し
た
。
皆

の
前
で
は
話
す
こ
と
の
で
き
な
い
、

で
も
本
当
は
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
胸

の
内
を
そ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
は
話

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
そ
の

君
の
態
度
が
極

A

端
に
良
く
な
っ
た
と
か
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
感
謝
し
て
、
涙
な
が
ら
に
学

修
を
終
え
た
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
や
ん
ち
ゃ
な
が
ら
も
楽
し
く

学
修
を
終
え
て
、
地
元
へ
帰
っ
て

行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。し
か
し
、

そ
の
二
人
き
り
の
ひ
と
時
は
、
確
か

に

君
が
そ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
心

A
を
許
し
た
瞬
間
だ
っ
た
と
思
う
の
で

す
。
そ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
真
心
に

大
き
く
心
を
動
か
さ
れ
た
こ
と
は
事

実
で
す
。

学
修
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
そ
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
「

君
と
関
わ
る
中

A

で
、
途
中
、
本
当
に
し
ん
ど
か
っ
た

時
も
あ
っ
た
、
こ
ん
な
に
し
ん
ど
い

学
修
、
早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
で
も

君
A

が
家
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
時
は
、

期
日
：
立
教

年
６
月

日
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時
間
：

時

分
受
付

時
開
始

15

30

16

会
場
：
教
庁
４
階
講
堂

教
区

・
福
岡

６
月
４
日

時
～

教
務
支
庁

11

・
奈
良

６
月

日

時
～

教
務
支
庁

29

11

・
三
重

６
月

日

時

分
～

教
務
支
庁

30

10

30

・
大
阪

６
月

日

時
～

教
務
支
庁

30

17

直
属

・
磐
城
平

６
月
８
日

時

分
～

大
教
会

11

30

・
大
森
町

６
月

日

時
～

大
教
会

10

13

・
秩
父

６
月

日

時

分
～

大
教
会

20

12

30

・
繁
藤

６
月

日

時

分
～

大
教
会

21

11

30

・
香
川

６
月

日

時
～

大
教
会

21

12

・
山
陽

６
月

日

時
～

大
教
会

21

12

・
河
原
町

６
月

日

時

分
～

大
教
会

21

16

30

・
西
陣

６
月

日

時

分
～

大
教
会

22

10

30

・
朝
倉

６
月

日

時
～

大
教
会

22

11

・
本
島

６
月

日

時

分
～

大
教
会

22

11

30

・
新
潟

６
月

日

時

分
～

大
教
会

22

12

30

令和 6年 学生担当委員会 活動方針
「教祖を慕い、ひながたを辿る喜びを共に味わおう」

----------------------------------------------------------------------

学
修
部

部
長

置
田

善
道

---------------------------------------------------------------------------------

6

・
北
洋

６
月

日

時

分
～

大
教
会

22

12

30

・
秋
津

６
月

日

時

分
～

大
教
会

23

12

15

・
旭
日

６
月

日

時

分
～

大
教
会

24

11

10

去
る
４
月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「
４

25

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。

30

97

教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会

・
岐
阜

４
月

日

教
務
支
庁

30
置
田
善
道
委
員
出
向

名
40

直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会

・
日
本
橋

４
月
２
日

大
教
会

中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
140

・
立
野
堀

４
月

日

大
教
会

22
西
川
寿
一
委
員
出
向

名
80

・
中
野

４
月

日

大
教
会

23
勝
村
宏
樹
副
委
員
長
出
向

名
100

・
岡
山

４
月

日

大
教
会

23清
水
慶
政
委
員
長
出
向

名
100

・
櫻
井

４
月

日

大
教
会

24
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
150

・
大
縣

４
月

日

大
教
会

24
越
智
久
輝
委
員
出
向

名
100

4
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15

1

本
当
に
彼
の
こ
と
を
愛
お
し
く
感
じ

た
。
そ
の
心
が
た
す
か
っ
て
も
ら
い

た
い
と
心
か
ら
思
え
た
。
そ
し
て
、

自
分
が
そ
う
思
え
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

根
気
よ
く
、
丁
寧
に
、
必
死
に
。

そ
の
真
実
に
心
を
動
か
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
育
て

る
者
も
共
に
成
人
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
姿
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。学

修
は
共
に
育
つ
場
で
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
成
人
し
よ
う
と
い
う
心

が
お
の
ず
と
受
講
生
に
映
っ
て
い
く
、

そ
れ
が
学
修
の
魅
力
で
す
。
そ
う
い

う
姿
勢
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
大
勢
で

迎
え
て
く
れ
る
学
修
は
、
や
は
り
お、

ぢ
ば
、
、
な
ら
で
は
で
あ
り
、
な
か
な
か

教
会
で
は
で
き
な
い
育
成
が
で
き
る

場
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
お
ぢ
ば

、
、
、
の
理
を
頂
戴
で
き
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
全
対
象
者
受
講
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
声
掛
け
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「

共

に

育

つ

」

----------------------------------------------------------------------

４
月

日
25

日
26

日
29

５
月
４
日

７
日

８
日

９
日日

14
日
15

委
員
会

例
会

広
報
室
会
議

ま
な
び
ば
研
修
会

（
～

日
）

27

勉
強
会
チ
ー
ム
会
議

第

期
天
理
教
学
生
会
総
会

61

（
～
５
日
）

学
修
部
部
会

学
修
係
員
チ
ー
ム
会
議

高
校
の
部
研
究
室

委
員
会

担
当
者
活
動
部
部
会

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議

事
務
局
連
絡
会

---------------------------------------------------------------------------------
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青

空

中
学
３
年
生
の
三
者
面
談
に
て
私
は
学
校
を
サ
ボ
っ

た
こ
と
が
バ
レ
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
と
母
親
に
挟
ま

れ
生
き
た
心
地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
サ
イ
ド
か
ら

叱
ら
れ
る
。
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
の
よ
う
に
。

感
情
は
も
は
や
無
。
三
者
面
談
が
終
わ
る
と
、
地
獄

の
よ
う
な
時
間
が
終
わ
り
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
帰
り
道
、
母
親
か
ら
「
お
父
さ
ん
に
は
自
分

の
口
で
言
っ
て
謝
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
叱
ら

れ
る
。
き
っ
と
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
る
だ
ろ
う
と
思
い
不
安

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

家
に
着
く
と
父
親
は
教
会
の
執
務
室
に
い
ま
し
た
。

覚
悟
を
決
め
て
学
校
を
サ
ボ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
父

は
、
私
の
表
情
を
見
て
少
し
考
え
「
た
ま
に
サ
ボ
る
こ

と
は
悪
い
こ
と
だ
と
は
思
わ
な
い
よ
。
お
父
さ
ん
だ
っ

て
休
み
た
く
な
る
こ
と
あ
る
も
ん
な
ぁ
」
と
笑
い
な
が

ら
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
な
ぜ
か
涙
が
出
そ
う
に

な
っ
て
、
も
う
絶
対
に
学
校
を
サ
ボ
ら
な
い
と
心
に
決

め
ま
し
た
。
私
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。
私
も
学
生
の
心
に
優
し
く

寄
り
添
え
る
大
人
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
材
育
成
部
部
員

宮
内

皆
子

-------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

「
第
六
十
一
期
天
理
教
学
生
会
委
員
総
会
」

開

催

報

告

-----------------------------------------------------------------------------

「
第
六
十
一
期
天
理
教
学
生
会
活
動
方
針
」

仲
間
と
共
に
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
、

何
事
も
楽
し
ん
で
通
ろ
う

一
、
低
い
心
で
通
ろ
う

〇
「
有
り
難
い
」
を
み
つ
け
る

一
、
身
近
な
人
に
喜
ん
で
も
ら
お
う

〇
声
を
か
け
る

〇
仲
間
を
頼
る

一
、
お
つ
と
め
を
し
よ
う

天
理
教
学
生
会
で
は
、
５
月
４
日
、
５
日
の

１
泊
２
日
に
わ
た
っ
て
、
第
７
・
８
母
屋
を
主

な
会
場
に
「
第
六
十
一
期
天
理
教
学
生
会
委
員

総
会
」
を
開
催
し
、
総
勢

名
の
学
生
が
参

122

加
し
ま
し
た
。
（
教
区

団
体

名
、
直
属

21

58

団
体

名
、
ス
タ
ッ
フ

名
）

12

21

43

１
日
目
は
、「
天
理
教
学
生
会
会
則
第
３
条
」

と
「
道
の
学
生
成
人
目
標
」
に
焦
点
を
当
て
て

話
し
合
い
、
学
生
会
員
と
し
て
何
を
心
が
け
る

べ
き
か
、ま
た
、日
常
生
活
に
お
い
て
ど
う
い
っ

た
心
遣
い
や
行
い
が
成
人
に
つ
な
が
る
か
、
具

体
的
に
実
践
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
次

に
、
去
る
３
月

日
に
開
催
さ
れ
た
「
立
教

28

年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
式
典
で
真

187柱
様
か
ら
頂
戴
し
た
お
言
葉
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

を
振
り
返
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
こ
と
を
共

有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
親
神
様
の
ご
守
護
や

仲
間
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
練
り
合
っ
た
上

で
、
第
六
十
一
期
天
理
教
学
生
会

廣
岡
颯
委

員
長
よ
り
「
仲
間
と
共
に
助
け
合
い
、
何
事
も

楽
し
ん
で
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
今
期
の
活
動

方
針
に
つ
い
て
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
東
右
第
一
棟
に
て
活
動
方
針
に

つ
い
て
の
質
疑
応
答
を
行
い
、
参
加
者
か
ら

真
っ
す
ぐ
な
意
見
、質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
中
で
廣
岡
委
員
長
は
、
今
期
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
「
仲
間
と
助
け
合
い
、
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
学
生
会
」
に
つ
い
て
、

「
低
い
心
で
生
活
を
送
る
こ
と
、
身
近
な
人
に

喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
、
お
つ
と
め
を
大
切
に
し

た
い
」
と
い
っ
た
旨
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

活
動
方
針
は
議
決
の
結
果
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
立
派
な
よ
う
ぼ
く
へ

と
成
人
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
決
意
し
、
今

期
の
委
員
総
会
を
終
え
ま
し
た
。


